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研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラム障害児（ASD）の実際の食事場面の観察から、食具操作は食具の
端を持ち、食物の追視時間が長い特性があることが分かった。その食具操作を成人に再現してもらい、通常の食
べ方と比較を行った。その結果、ASDの食具操作では、スプーンは口裂の中央ではなく端から入り、肘が体幹か
ら離れ、食具を大きく動かしていた。その影響は追視時間より食具を持つ位置のほうが、食具操作に与える影響
が大きいことが分かった。スプーンの捕食位置により、捕食時の口唇圧は異なり、中央で捕食するほうが圧は大
きな値を示した。

研究成果の概要（英文）：Based on observation of actual eating in ASD children, it was found that 
these children hold the edge of their utensils and spend a long time tracking the food with their 
eyes. We had adults repeat these utensil operations, and compared it with normal eating. The result 
showed that when ASD children used utensils, they placed the spoon into their mouth through the edge
 of their mouth instead of the center, and elbow was away from the trunk, creating a large movement 
in utensils. It was shown that the way utensils are held had more impact on utensil operation than 
the time spent tracking food with their eyes. Depending on the position of the spoon, the lip 
pressure varies while eating, and it was shown that a spoon placed at the center of the mouth had 
higher pressure.

研究分野： 摂食嚥下

キーワード： 自閉症スペクトラム　発達障害　摂食嚥下

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

自閉症を含む広汎性発達障害，学習障害な

ど発達障害児・者に対する援助等について定

めた発達障害者支援法が平成 17 年に施行さ

れ、発達障害児・者を取り巻く環境が変化し

てきた。それに伴い療育場面は多様化し、発

達障害児に対する職員の知識・技術の向上が

望まれる状況である。特に食事は日常生活上

不可欠な行為であり、窒息などの事故が危惧

され，慎重な対応が必要とされているが十分

な対応がなされているとは言えない。自閉症

スペクトラム障害（以下 ASD）の様々な症状、

特に認知能力の障害と協調運動の不全が食

事の自立を遅らせ、口腔機能にも影響を与え

ていると推察されるが、十分研究が行われて

いるとはいえないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

ASD の特徴のひとつに想像力の障害があり、

どのように食物を取り込む事が適切かの判

断に支障をきたしていると思われる。さらに

協調運動の未熟さが食べ物をすくう、口に運

ぶ、取り込むという一連の動作の妨げになっ

ていると推察される。すなわち口・眼・手の

協調運動の未熟さが口腔機能に影響を与え

ている可能性があり、医学的に検証すること

により、詰め込み・かき込みなど危険を招く

食べ方を修正し、安全に食事が行えるような

支援方法を確立することがASDに対する食支

援の一助になると考える。 

 

３．研究の方法 

（１）ASD および発達障害を有する小児の摂

食嚥下機能の実態調査および指導効果の検

討 

 摂食嚥下外来を受診している小児の医療

カルテ、摂食カルテ、問診票を後方視的に調

査し、疾病特性の検討を行った。 

（２）定型発達している小児と ASD 児の比較 

 保育園児とASDを対象に食事に関するアン

ケート調査を行い、項目ごとに集計し比較検

討を行った。 

（３）口・眼・手の協調運動が摂食機能に与

える影響の解明 

通常の食べ方と ASD によくみられる口・

眼・手の協調が未熟な食べ方を比較し分析を

行った。食べ方は：A通常の食べ方、B：口と

手の協調不全（スプーンの柄の端を持つ）、

C：口と眼の協調不全（スプーンの追視時間

を長くする）、D：口･眼･手の協調不全（B+C 

柄の端＋追視時間）の 4モデルとした。 

健常成人 18 名を対象に上記の方法でゼリ

ー状食品をすくって口に取り込むまでを2台

の CCD カメラで録画記録し、三次元的解析を

行った。三次元解析にはライブラリー社製三

次元動作解析システムを用いた。 

（４）捕食位置と口唇圧の関係 

健常成人 4 名を対象に、ヨーグルトを介助

で摂取してもらった。スプーンの捕食位置が

口裂中央の場合と口角部の場合の捕食時口

唇圧を５回測定し、平均値を比較した。捕食

圧の測定と解析は共和電業社製圧センター

と解析ソフトを用いて行った。 

 

４．研究成果 

（１）発達障害を有する小児の摂食嚥下機能

評価 

①長期観察を行えたケース（歌舞伎症候群 3

例、Noonan 症候群 1例）では咀嚼機能の獲得

の遅れ、流涎の改善困難、食具操作の未熟が

観察された。 

②Down 症候群 62 名を初診時月齢（18 ヵ月以

下、19～36 ヵ月）に群分けし、摂食嚥下機能

の発達を比較したところ、初診時月齢が若い

群のほうが、機能獲得時期が早かった。また、

機能を獲得できる割合も初診時月齢が若い

方が高く、早期からの介入の有用性が示唆さ

れた。 

（２）定型発達している小児と ASD 児の比較 

保育園児と ASD 児に対して、食事に関する



スプーン フォーク 箸

2歳 ASD（13名） 5名（38.5％） 13名（100.0％） ０名（0.0％）

園児（ 10名） 8名（80.0％） 8名（80.0％） 4名（40.0％）

3歳 ASD（18名） 15名（83.3％） 17名（94.4％） 2名（11.1％）

園児（14名） 12名（85.7％） 10名（71.4％） 9名（64.3％）

4歳 ASD（15名） 11名（73.3％） 13名（86.7％） 4名（26.7％）

園児（11名） 3名（27.3％） 2名（18.2％） 11名（100.0％）

5歳以上 ASD（10名） 8名（80.0％） 10名（100.0％） 5名（50.0％）

園児（ 6名） 2名（33.3％） 2名（33.3％） 6名（100.0％）

*

*

**

***

**

***

問題について調査した。保護者の気になる項

目では両者で差がみられ、ASD では「好き嫌

い」「食具が下手」が有意に多かった（図 1）。

使用食具に関しては、フォーク・スプーンの

使用が ASD に多く、箸の使用の遅れが見られ

た（表 1）。操作の行いやすいフォーク、ス

プーンを使用しているにも関わらず食具が

下手だと保護者は感じており、ASD の食具操

作の未熟が明確になった。 

 

 

 

 

（３）口・眼・手の協調運動が摂食機能に与

える影響の解明 

 評価項目を下記に示す（図 2）。 

  

 

 

 

 

 

 

①捕食角はスプーンが口裂の中央から入る

と鈍角、口角から入ると鋭角になる。捕食角

が A(通常)と比較し鋭角になるケースは、

B(柄の端)で 12 名（66.7％）、C（追視時間）

で 7 名（38.6％）、D（柄の端＋追視時間）

で 14 名（77.8％）であった。捕食角に変化

がみられたケースの Aと B、Aと C、Aと Dの

捕食角を比較すると、B、Dで角度の変化が大

きかった（図 3）。これらのことより、捕食

位置への影響は追視時間より柄の把持位置

の影響が強いことが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②捕食角が鋭角に変化したケースの、肩関節

角、肘関節角、手関節角の変化を Aと比較す

ると、B、C、D すべての場合で、肩関節角が

有意に大きくなっていた（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．食事に関して保護者が気になる項目 

表 1．使用食具の比較 

―：捕食角 

―：肩関節角 

―：肘関節角 

―：手関節角 

図 2．評価項目 

図 3-3．捕食角の比較（A・D） 

図 3-1．捕食角の比較（A・B）  図 3-2．捕食角の比較（A・C） 

図 4-1．肩、肘、手関節角の比較（A・B） 



 

 

 

（４）捕食位置と口唇圧の関係 

上記の結果から、ASD モデルでは捕食の位置

が口裂の中央部ではなく口角部が多いこと

が明確になった。スプーンから食物を捕食す

るにあたって、取り込む力、すなわち捕食時

の口唇圧が重要と考えられる。そこで、健常

成人 4名（男性 2名 No1,2、女性 2名 No3,4）

を対象に口裂の中央部で捕食した場合と、口

角部で捕食した場合の捕食圧を測定し比較

した結果、中央部の口唇圧が大きな値を示し

た（図 5）。 

 

 

食具操作の未熟な幼児期では肘が体幹か

ら離れ脇が開くケースが多く、スプーンを口

裂の中央部に運ぶことが困難で、口裂の口角

部から入ったり、顔が横に向く様子が報告さ

れている。今回のASDモデルの食具操作では、

肩関節角度が大きく乳幼児期の操作と類似

し、そのため口角部からスプーンが入るケー

スが多い結果になったと思われた。また、口

唇圧は口角部で小さな値となり、取り込む力

が弱い分、捕食時にこぼれるなどの問題を誘

発すると推察された。 

 

ASD の食具操作は口・眼・手を協調させる

ことが困難で動作の未熟を招くと推察した。

その要因としては、ASD に特徴的なスプーン

の柄の端を持つという把持方法が、口と手の

協調運動の不良をさらに悪化させたと考え

られた。また、食物の入る位置を想像するこ

とが困難で、捕食直前までスプーンを追視す

るという行為が行われたと思われた。食具操

作の比較では D（柄の端＋追視時間）の操作

が通常の操作との差が大きく、C（追視時間）

が最も小さかったことから、追視時間の長さ

も影響がないわけではないが、把持位置に比

較すると要因としては小さなものと思われ

た。 

摂食嚥下において、捕食は準備期の最初の

動作で、その後の咀嚼、食塊形成に影響を与

える。捕食をしっかり行えるようにするため

に、食具操作は重要であり、作業療法で協調

運動を向上させる、使いやすい食具を開発し

提供することがASDの食事に有効と考えられ

た。また、食具操作と知的発達レベルが関係

しており、全体的な発達を促す支援を行って

いく必要があると思われた。 
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